
里山の赤トンボは、森林、草地、河川、水田など多様な生息
地のつながりを広く利用します。そんな赤トンボの“旅”につい
て、最新の研究成果を紹介します。
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赤トンボの知られざる旅
―生息地のつながりを理解しよう―

講師 ：東川航 （九州支所 森林動物研究グループ）

アキアカネ ナツアカネ ノシメトンボ ミヤマアカネ

水田で繁殖する赤トンボ（トンボ科アカネ属）の4種

各種の季節的な生息地利用

日本の赤トンボ（トンボ科アカネ属の仲間）は約20種記録されており、そのうちの複数は里山の水田で
繁殖します。生息地の利用の仕方は種によって異なり、草原で生活するもの（例：ミヤマアカネ）や、特定
の季節に山地や森林へと移動するもの（例：アキアカネ、ナツアカネ、ノシメトンボなど）がいます。



里山の赤トンボは、種や季節によって生活する環境が異なり、
それらの空間的なつながりを必要とする。

赤トンボの知られざる旅

1. ミヤマアカネの
生息地ネットワーク保全

河川氾濫原の環境を必要とする本種
は、近年全国的に減少しています。
DNA解析によって、成虫は約5km以内
の距離を移住できると分かり、まわり
に草地が多い生息地ほど、外から個
体が飛来しやすかったり、個体が定
着しやすいと分かりました。これらの
発見は、生息地ネットワークの再生に
寄与するものと考えられます（右図）。

固有の遺伝集団が存
在する地域では、
ネットワークの再生
範囲を地域内にとど
める必要があります。

2. 旅するアキアカネは森林昆虫？
―景観解析から見えた可能性―

本種の成虫は、夏に山頂や高原などへ移動して
夏の終わりまで過ごし、秋になると低地の水田へ
戻ってくることが知られています。こうした生活の
中で、各季節に森林を必要とする可能性は調べら
れていませんでした。各季節に、成虫がみられる
場所の森林景観の特徴を解析したところ、夏は特
定の気温条件を満たす森林の面積が、秋は水田
から一定距離内の森林の面積が、成虫の個体数
と密接に関係することが分かりました（右図）。

夏

秋

夏：特定の気温条件
※（特定の標高帯）に
おける森林の面積
が、晩夏に山のふも
とへ降りてくる成虫
の個体数を最もよく
説明しました。

秋：水田に集まる成
虫の数は、一定距
離※内に存在する水
田の面積よりも、森
林の面積によってよ
く説明されました。

※未発表データのため、詳細は伏せています。

3. 赤トンボの食性分析―森と水辺をつなぐ生態的機能を持つ可能性―

トンボの成虫は捕食者（肉食）です。アキアカネ、
ナツアカネ、ノシメトンボの3種の成虫は、夏には
主に森林で、秋には主に水田地帯などの水辺の
草原で餌を食べると予想されます。一方、草原性
のミヤマアカネは、季節にかかわらず水辺の草
原で餌を食べると考えられます。動物の食性解
析には炭素（C）の安定同位体比（δ13C）が用い
られ、この値は同じ栄養段階の生物において一
般的に森林生態系＜草原生態系となります。こ
の関係性を利用して、これら4種の赤トンボの夏、
秋におけるδ13Cを分析しました。その結果、右
図のように、仮説と矛盾しない結果が得られまし
た。このことから、アキアカネ、ナツアカネ、ノシメ
トンボの3種の成虫は、森と水辺をつなぐ生態的
機能を有していると考えられます。

アキアカネ、ナツアカネ、ノシメトンボの3種のδ13Cの季節変化は、
餌場の環境を森林→草原へと季節的にシフトしていることを反映
しているものと考えられます。


